
一定の危険な行為（１７類型）

「特定小型原動機付自転車運転者講習制度」とは？

特定小型原動機付自転車の運転に関して、信号無視などの危険なルール違反を繰り返すと、
公安委員会から特定小型原動機付自転車運転者講習の受講を命ぜられる制度です。

違反として検挙された場合

交通事故を起こした場合

講習の受講命令
３
年
以
内
に
２
回
以
上

公安委員会

■ 講習時間 ３時間
■ 手 数 料 ６，０００円

※命令に従わない場合

受講命令違反
５万円以下の罰金

大 阪 府 警 察

信号無視【道路交通法第７条】
通行禁止違反【道路交通法第８条第１項】
歩行者用道路徐行違反【道路交通法第９条】
通行区分違反【道路交通法第１７条第１項、第４項、第６項】
遮断踏切立ち入り【道路交通法第３３条第２項】
優先道路通行車妨害等【道路交通法第３６条】
交差点優先車妨害【道路交通法第３７条】
環状交差点通行車妨害等【道路交通法第３７条の２】
指定場所一時不停止等【道路交通法第４３条】
整備不良車両の運転【道路交通法第６２条】
酒気帯び運転等【道路交通法第６５条第１項】
共同危険行為等【道路交通法第６８条】
安全運転義務違反【道路交通法第７０条】
携帯電話使用等【道路交通法第７１条第５号の５】
妨害運転【道路交通法第１１７条の２第１項第４号 等】

【特例特定小型原動機付自転車のみの違反】
特例特定小型原付の歩道徐行等義務違反【道路交通法第１７条の２第２項】
特例特定小型原付の路側帯通行方法違反【道路交通法第１７条の３第２項】
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又は

一定の危険な行為をして
※下記１７類型


